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 図L液体アンモニア標的装置。Aは冷却槽(アルコール+ドライアイス),Bは液化部,Cは
 ビーム照射部,Dはシリンダー部,Eは電磁石。B部で液化されたアンモニアはC,D部に溜ま
 る。実験中はシリンダー内に置かれた磁石を濁側の電磁石で動かすことでアンモニアを撹拝する。
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 図2、実験で徳られたか中間子エネルギースペクトル。横軸はπ中間子の運動エネルギー,縦
 軸はArbitraryuni七。実線は解析で得られた断面積に光子スペクトルを掛けたもの。
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 図3.15N(7,ガ)150区.s.角分布。実験1直と鈴木によるDWIA理論計算との比較。波動関
 数はp1!2-i,調和振動子パラメータ(bパラメータ)はし76fmを使爾。実線はEO遷移
 の寄与とMi遷移の寄与との和を示す。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は制動放射光子と電子のビームによって王5Nから生成されるバ中間子のエネルギー分
 布を4つの角度で測定し,この結果からEτ=170MeVにおけるi5N(r,ガ)150g.s.反
 応微分断面積を求めて,この反応の亀分布に関する研究を行なったものである。
 原子核のスピンーアイソスピン転移に関する研究は重要な研究分野であり,(r,π土)反応
 の特殊性を利嗣して研究されてきた。特にip殻核についての(r,π+)反応の研究が多く実
 施されており,その璃分布はスピンーアイソスピン項を主要項とする理論によって大体良く説明
 する事が出来る。
 (γ,ガ)反応に関しては,負電荷粒子を検織するので電子等のバックグラウンドが大きく,
 実験国難のため研究は多くない。最近特殊な原子核においては(γ,π士)反応の主要項の他に次
 の項の寄与も大きく,この2つの項の寄与についての砺究が可能であり,更に(r,π士)反応
 に関する∠の寄与を含むEO転移をも研究出来る場合がある事が示された。これらは例えば三3C,
 15Nの(γ,ガ)反応である。13Cに関しては東北大学やNIKHEE(アムステルダム)で研
 究され,非局所的取扱いによる理論の妥当なこと等の他,EO転移の寄与が躍論結果より小さい
 と考えられることが分った。
 これらエ3Cに関する研究の他にこの種の研究は行なわれていなかった。本論文はi5N(γ,ガ)
 150g.s.反応によって上記内容を研究したものである。このため著者は濃縮15Nのアンモニア
 を冷却液化して標的とする装置を関発した。また磁気スペクトロメ一夕の検出系をも改造し測定
 効率を増大する等,断面積が小さく測定困難な(r,ガ)反応の実験を可能とした。
 これらの測定系はその安定性,性能のチェックの後,ガの発生効率を増大するため制動放射
 と電子のビームを閑い,生成ガのエネルギー分布を測定した。著者はこの結果を解析して得た
 角分布を鈴木等の理論結果と比較した他,関係する電子散乱とも比較して検討した。理論は芯偏
 極効果を取り入れたDWIA計算の結果でも実験値を再現できず,更に異なった理論解析の必要
 な事を示している。
 以上この論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の硯究能力と学識を有することを
 示している。よって小林毅範提出の論は理学博士の学位論文として合格と認める。
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